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重度の 障害を持つ 子どもと共に育つ 保育につ いて

　　下里 里枝

（姫路市立手柄保育所 ）

1、はじめに

　Y児の受け入れに つ い て は、事前に H園より相談があ

っ た。 Y児の 母親が両親の介護が必要となり、　H園 は母

子通園なの で Y児を連れての通園が困難となっ た。Y児

だけを預かっ てくれる保育所に入所させ た いとの こと。 惰

緒は安定して おり理解力は3歳位あるとの こ とだっ たが、

面接するとY児は言葉が なく 1人 では何もで きず全面介

助が必要で 、 集団保育が可能とい う基準 か らは 大きくは

ずれてい た。

入園当初のY児の

・平成10年 1月7日生まれ

・家族構成…両親、2人の 兄、祖父 母の 7人家族

・生育暦…在胎24週 592gで 出生。双子 で ftwr
・生後11ヶ 月に市内の障害児通園施設で療育開始、

・平成12年4月1日 市立H園（肢体不自由児通園施設）

　　　　　　　　　 入園

・平 成14年4月1日 当保宵所入所 現在に 至る

・障害の 様子…脳性小 児麻痺（両上下 肢の 著しい機能

　障害、自分で体を支えることはできない ）・移動 は車

　椅子・身体障害者手帳（1級）・療育手帳（判定 A）・

　特別児童扶養手当有り

　母親の切羽詰っ た状況を考えると断りきれず、育児支

援として考え受け入れることに した。 しかし障害児加配保

育士もないままの受け入れとなっ た。 幸い にも本児が 今

まで通園して い た施設 か らの本児用 の介護備晶の 援助

や、入所当初は、ス タッフの派遣があっ たし、職員も理解

があり、、協力体制もとれたの で ス タ
ートできた 。 受け入 れ

るか らには．他の 子ども遣と共に快適に楽しく保育所生

活をおくり、決してお客さん の ような拠 、でなく、クラス の

一
員として 受け入れ 共 に育つ 保育をしたい と思っ た。今

回の発表は、保育者としていかに援助するかを含め本児

と一緒に 生活した子 ども達が見せてくれた、Y児へ の優

しい 言葉や、態度、心使い から、障害児と共に育つ 保育

のあり方、・そ して Y 児の 成長に つ い て 考察した い 。

2．　 け入れ　　　　　こつ いて

　1学期は 1 階の3歳児クラスでY児担当の保育者と2

人で保育した 。 昼寝は、他児に踏まれたら本児は
一

人で

移動できないの で安全の た め に作樂療法士に ベ ッ ドを

作っ てもらっ た。排泄 （おむ つ 交換）は交換台を作っ た 。

給食は 何でも食べ るが
一

人で は無理。テ
ーブル つ きの

椅子を作っ てもらい、食事用滑り止 めマ ッ トを用意。麺類

はヌ
ー

ドル カッタ
ー

で 切りス トロ
ー

付きの コ ップを使用し、

吸 うことは できない の で汁物はス プーン で食べ させた。

足を囿定するための装具や 、 戸外遊び用の移動車や砂

場用いす（上半身固定）は施設に作っ て もらっ た 。 体温調

節困難なため、クーラ
ー

を設置。 絶えずバギー
のス トッ

パ ー の確認をし、他児が押して危険がないように した。

3．　　　　
し
と　匪 との かか　り（2002

  子ども達の疑問

子 「なんでおむつ しとん」保育者 「Y君釟 、てお便所い か

れ へ んからね 」子「抱っ こ して行 っ たらええやん」保「そう

か もね
…

」子 「あしたになっ たらあるけるん？しゃぺ れる

ん ？」保「今練習して いるの。歩いたりお話したりできると

い い ね…
。 」子ども達 の疑問が 本児理 解に つ なが る応

答をしたい が納得する言葉がみ つ からずあい まい に答

えることもある。3歳児に障害を理解させるのは難しい 。

で も子どもは自分の ことは後に なっ て もY児の お手伝い

をしたがる。 そんな場面から関わりを作っ ていっ た 。

  Y児の 笑顔は柔らかい 。

　気分の荒れていた D 児に 「Y君がベ ッ ドから落ちない

ように見てい て」と依頼すると、D 児はそばでみてい た。

するとY児が D 児の足を触り始めた。
「Y君が足こそば

す」と笑いながら言い、D 児もY児の 足をこそばし始めた 。

Y児 と共感を得るの はこ んな場 面 からかもしれない 。 し

1まらく、2人 は穏や かに 過ご した。Y児は、うれ しい 時や

悲しい時は表情で訴える。 に こや か な表情は 子どもだけ

で なく保育者もほっ とするこ とがあり、子ども達はY児の

笑顔を見たい ために関わるこ とがよくある。

  9月から2階の4・5歳児クラス に移行

　4・5歳児にもっ と関わ っ て欲しいと考えクラス を移行 し

た 。 子ども遣に は、事前に Y児 の病気 の こと、歩行や 会

話ができるように なるた め に、訓練して い ること。 自分 で

歩けない か ら車椅子で 生活して いること、その他の器具

に つ い ての 説明をしておいた 。 保育者がすることに興味

濘々 で、すぐに介護の 内容を覚えてレまい、．Y．児の登所

を待ちか ね、姿が見えた ら迎 えに行き、持ち物の 始末や

室内用 の車椅子や靴の 用意をしてくれた。Y児の 世話を

したい 気持ちにあふ れて い た。 しか し、 Y児の障害を伝

える難しさも感じた 。 R 男「Y 君病気なん か ？亅保育者「そ

うよ 」R男「なおるん？」保「治らない病気よ」R 男「なおら
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へ んかっ たら死ん で しまうん か ？」保「そん なことない

よ」R舅が3日 目に、母 親に rY君歩く練習 しよん か ？」と

聞く。rしようよ」R 男「走れるように な っ た ら競争 じよ うな 。

だっ て悪い とこ足だけやもんな」母親はロ こもっ て しまっ

た。 年齢が大きい だけに大人が絶句して しまい そうな疑

問を投げか けてくる。 い い加減に聞き逃さずて いねい に

対応してい かねぼと思っ た。 R 男はその後何か と気に か

けて くれ、散歩の 時は、車椅子 を押し、病気の 時は
一

番

に心配して くれた 。 関係が持て るとい うの はまず相手へ

の関心から始まるの かもしれない 。

  「Y君くさい で、パ ンダ組におっ たほうがええ」事件

　毎日昼寝の前に大便のオムツ 交換をするY児。 T児が

突然そ ばに来て 「くさい ！Y君は パン ダ組におっ た方が

ええ亅と騒ぐ。 次の 日も同 じことを言う。 それをみ てい たS ・

児が 「Y君は自分で便所い けへ んの やで 。 そん なこ とい

わんとっ て。」と怒o

’
て岔う。子ども連と話し合い を持つ と、

他の 子ども達はY児の障害に つ い て理解して いて、自分

で 歩い て 便所に し．、けない 。 換え て あげない と気持ちが悪

い 。 かわい そ う。と罟う。T児を責める発言が 多か っ た 。

しか し、T児は膿らず「で もや っ ぱりくさい から、ぼ くの そ

ばに こん とっ て」といっ た 。 T児は今まで はY児に絵本を

読んであげたり、車椅子を率先して押してくれた りしてい

ただけに びっ くりした。でも、オム ツ交換の 場所が保育室

しかない 。 臭いと思うことは仕方がない かもしれない とも

思っ た 。 今まで我慢で きたことが急にできなくなっ たの か

もしれない。話し合い の時は醸らなか っ たが、次の 日か

らは昊いと言わなくなっ た eT 児の 思い にも理解を示しつ

つ く関わりを通じて変わっ ていくことを願っ た。

  手をつ ない で散歩

　散歩の時、でこぼ筒尊になると、K 児がY児に rちょっ

とがたがたしてしんどいけどが審んし
一

なあ」と声をか tt’
る。 A 子はY児と手をつ なぎ「歩けるようになっ たらA ち

ゃ ん が一番に手をつ なし丶で 歩きたい奪」
」と唇う。 階段

は孛分たちの 出番とばかYJに子ども達が車椅子を持ち上

げる。「また階段があっ た ら助け たる臼と頼もしい eY ．児

の役に 立つ 喜びを感じて い る。 感謝の 気持ちを伝える。

  大きい声出したらあかん ・
．　　　　 tt

　けんか して大きな声をだしたらY児が泣く。
「大丈夫や

で 」「Y君がおこられとんとちがうで」となぐさめ てL 背中

をさする、手をにぎる、笑わせる。誰かがけんかをはじ
’
め ると「やめ とき よ。

’
また Y君が ない てもええんか ？」と

止める。
†児をめぐっ て の トラブル が多い が （車椅子を押

したい 、手をつ なぎたい、隣に座りたい）、子ども同士で

解決するように促がす。 Y児が困っ た顔をすることがな

い ように、即けんかにはならなくなっ た。

  「今日は全然わらわへ ん 。 は ck 病院いきよ。 」

　嘔吐し、ベ ッドで横に なっ てい るY児。子 ども達は心配

そうに額を触 っ
’t「だ い じょうぶ 、ぬ るい で」rい や、い つ

もとちがうで 。 今 日は 全然わらわ へ ん 」等 と話して い る。

R児が遊びにい かず Y児のそばで 手をつ なぎ心配そう

に見守っ てくれた。母親が迎えに くると、子ども運は「よ

かっ たな」「病院い きよ」「はよねるんやで 」等と温かい言

葉をか けて い た e

4．．　 の 　
’
と　1 との かか　り（2003　　）

　新5歳児は、 去年の子ども運の Y児へ の冒葉か けや接

し方を覚えており張り切 っ てい る。 新入児がY 児の椅子

を触っ てい ると「これは、Y君の大事な椅子や亅と激しく怒

る場面 もあっ た。新5畿児 は去年の経験からY児の 気持

ちをつ かむの がうまい 。保育者よりも子ども逢と
一
緒 に

いるこ とが多か っ た 。 保育者が必要なの は移動 の介助と

排泄の時位だっ た 。 仲間職 が育ちつ つ あることがうれ

しい 。 7月頃、クラス の子どもの写真を見せ「〜ちゃ ん

は？亅と聞いてい くとY児はクラス の 子どもの名前をすべ

て 指差し、驚いた 。 お気 に 入 りの友達といると表情が違 う。

また 11月に は、遠足の 前 動物園で何をみ たい かζ話

をしてい るとY児が、「きりん」とはっきり曾う。音楽会で

はY児を真中に して『友達賛歌』を歌うの は子ども達の ア

イデアだっ たe
’

5．i董塞
　 Y 児は自分で できるこ とは少ない し生活は受動的。し

か しY児は人と一緒が好きで友達の して いるこ とをに こ

にこ しなが らい つ もみ てい る。

’
何かが

一
緒に できること

が子ども同士の関係を作っ て いくの で はない。同じ場面

で笑っ たり場を共有したりすることがつ ながりを作るe ま

た、こそばしたり手をつ ない だりの ス キンシ ップも心が通

う6乎ども達は「こ ないおもとんちがうが？」等とY児の気

持ちを考えようとし、「OO い うた」等と言葉が でると共に

喜ぶこ とが で きる。 障害を特別の こととせず当たり前に

受け入れ関わ っ て い る。子どもの Y児の世話をするとき

の 生き生き感は人の 役に立つ 喜びにあふれ てい る。保

育煮は、子 ども逮がお手伝 い葦け で な≦仲閹ζして Y児

を受け入れるた め には、子どもの疑問に答えY児の 思い

を代弁したLL
！、．Y児令の対応を認めた怯．注意したり、共

感したりすることが重要である。 それは、そばで 子どもと

Y児の関わりを見てい ない とできない。共に育つ 保育と

は、保育者が障害児だけ でなく、他の 子 どもも大切にす

ること、
．
どの 子どもも尊璽される保育に作 り上げることで

ある。加配保育士の問題はあるが、今回のように子ども

の 可能性は朱知数であり、障嘗児保育をさらに深めて い

く必要を感むた。
’
　　

『
・／　　　

． ”
　　　

t／
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